
１２歳よりクラリネットを始める。中高吹奏楽部を経て、青山学院大学管弦楽団で本格的に勉強し、

尾高忠明指揮ジュネスオーケストラに出演。子育てを通して、小中学生の吹奏楽指導のかたわら

武蔵台ウィンドオーケストラで活躍（ちなみに娘５人は松庵小卒業。松庵小音楽クラブの指導経歴有）

歌はＰＴＡコーラスから始まり、武蔵野合唱団、杉並区民オペラ“コーロ・ラポーチェ”ではカヴァレリア

ルスティカーナ、カルメン、椿姫、アイーダ等の舞台に立つ。イタリアミラノ・シチリア演奏旅行では、

蝶々夫人の演目の中で、詩吟“結婚祝いの詩”を披露し、好評を博す。

シャンソンのマイクの世界は１７年目、その奥深い言葉のエネルギーに魅了され続けている。

2022年4月より自宅で相原紀子シャンソン教室を開講し、生徒と共に西東京市民文化祭に出演。

ソロコンサートは51回を数える。またクラリネット四重奏“ル・モモン”を主宰し、シャンソン活動と共に

杉並区・西東京市を中心に活動している。

東京都出身。東京農工大学工学部卒業後、東京学芸大学教育学部を経て、同大学大学院教育学

研究科音楽教育専攻修了。多摩フレッシュ音楽コンサート2009選考会合格、同コンサートに出演。

2014年、2015年、2017年、2020年、2024年にリサイタルを開催するほか、伴奏者としても多数のコン

サートに出演。2019年公開の映画「ある街の高い煙突」の音楽でピアノを担当。2022年第2回String

Competition Online、String-Piano ensemble部門第1位。2023年第6回Piano Competition Online、

Piano Duo部門第2位。チェコ音楽の祭典2023入賞。現在はソロだけでなく器楽、声楽、合唱の伴奏や

室内楽など幅広く演奏活動を行うとともに、後進の指導にもあたっている。これまでにピアノを飯岡香子、

秦はるひ、石橋史生の各氏に師事。株式会社キャンプ・プラネッツ音楽事業部ピアニスト、グレース

音楽院講師、八雲学園中学校高等学校非常勤講師、都立総合芸術高等学校非常勤講師。


